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燃焼イオンクロマトグラフ法
（C-IC法）によるハロゲン分析

概 要

特 長

燃焼イオンクロマトグラフ（C-IC)法により、様々な材料中のハロゲン

（F、Cl、Br、I）及び硫黄（S）を定量します。

●ハロゲン（F、Cl、Br、I）、硫黄（S）の含有量を精度よく定量できます。

●電子機器材料のハロゲンフリーに対応した分析・評価が可能です。

● RoHS指令の臭素系難燃剤（PBBs、PBDEs）について、スクリーニング分析が可能です。

●フッ素系化合物のスクリーニング分析が可能です。
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燃焼イオンクロマトグラフ法（C-IC法）

試料を加熱部（石英管内）で完全燃焼させ、発生したハロゲンガ

スを吸収液に捕集します。

吸収液中のハロゲンをイオンクロマトグラフで測定し、材料中の

ハロゲン含有量を求めます。

規格番号 規格名称 対象元素及び閾値

IEC62321-3-2
燃焼イオンクロマトグラフィーによるポリマー及び電子機器内の
フッ素、塩素及び臭素

F、Cl、Br

IEC 61249-2-21

JPCA-ES01

IPC 4101B

電気電子機器業界におけるハロゲンフリーの定義

Cl：900ppm以下

Br：900ppm以下

Cl+Br：1500ppm以下

JIS K6233 ゴム−イオンクロマトグラフィーによる 全硫黄の求め方（定量） S

JIS Z7311 廃棄物由来の紙，プラスチックなど固形化燃料（RPF） 全Cl：0.3wt%以下（RPF-A）

JIS K7392 廃プラスチック−全臭素分析試験方法 Br

適用例

・プラスチック樹脂中のハロゲン分析

・はんだ材料中のCl、Br、S分析

・プリント基板（電子材料）中のハロゲン分析

・PFOS／PFOA含有のスクリーニング分析（F）

・RoHS指令 臭素系難燃剤（PBB、PBDE）のスクリーニング分析（Br）

関連規格

燃焼イオンクロマトグラフ分析装置
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